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退職あいさつ

 拝啓 陽春の候、ますますご健勝のこととお 

慶び申し上げます。 

             さて、私こと 

このたび一身上の都合により〇〇〇株式会社 

を退職いたしました。在職中は公私にわたり 

大変お世話になり、有難く厚く御礼申し上げ 

ます。また、退職に際しましては、温かいお 

心遣いをいただき有難うございました。 

今後は、かねてからの夢であったカフェの開 

業に向け、準備を進めて参りたいと思います。 

つきましては、なにとぞ今後とも変わらぬご 

指導ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。 

まずはお礼かたがたご挨拶申し上げます。 

                敬 具 
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